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 ◆国生み神話の「沼島」探検！◆ 

 まいど！ 浜田屋本店の濱田です。 
先日、淡路島日本遺産委員会主催の研修会で、伝説の島「沼島」へ行って来ました。目的は新たな観光

ポイントを捜すためにクルーズ船で沼島を 1 周したり、おのころ神社や神宮寺を視察するためです。 

沼島に行くのは、約２０年前の「１億年前の地球のしわ（鞘型褶曲（さやがたしゅうきょく））」を見学

に行って以来です。沼島は１億年前から存在し、まさしく日本の始まりの島です。 

さあ、クルージング船に乗って探検ツアー出発！・・・・・・・すると、だんだん緑色の奇岩が見え

てきます。岩は海の底から盛り上がっていて、まるで映画の世界みたいです。           

 参加者は波をかぶりながらもカメラで写真を撮りまくっていました。イザナギ・イザナミ神話の「上

立神岩」は約３０ｍのびっくりするほどの大岩で、中心部にはハート型のマークがあり恋愛成就のパワ

ースポットとして有名です。伝説の「死後の世界（黄泉ヨミの入り口）」と言われる「穴口（あなぐち）」

は地元の人でも知らない人がいるそうです。沼島は陸地から見るのと海と山を眺めながら自転車で周れ

るほどの小さな島ですが、海側からは全然違う自然の風景を見ることができます。まさしく「神秘の島」

です。「おのころ神社」は急な石段の山の上にあり、そこにはイザナギ・イザナミの像があります。「神

の聖地」をアドベンチャー気分で登り、みんなも目がキラキラしていました。お昼は「沼島あじ」のフ

ライ弁当でこれがまた美味しかった。夏場はあじの刺身を食べることができるらしい。 

 実は、沼島の漁師はあの「村上水軍」の船を操ったり、高田屋嘉兵衛の北前船で日本海航路を開拓し

たり、海外への船旅（シャム※現在のタイ）へ行ったりと優れた航海術をもっていた。海の民と呼ばれ、

天皇家や歴史の裏を支えた、まさしく伝説の島の男たちだ！！ 

 今回は隠れた歴史を体験できて、とても面白かった。日本中・世界中から沼島に人が来てくれたらと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社長のプロフィール】 

◆濱田 昌宏（はまだ まさひろ） 

◆誕生日：昭和 34 年 3 月 30 日 

◆出身地：兵庫県洲本市（淡路島） 

◆趣味：考古学、日本の超古代史研究 

◆座右の銘：我以外人皆師 

◆スタッフからの一言◆ 

 今年は東京オリンピックの年ですが、まさかオリンピックが淡路島にも影響するとは思いませんで

した。なんと、今年はオリンピックに警備員等が必要なために、淡路島の島まつりが中止になるそう

です。「体育の日」も今年は「スポーツの日」になって７月に変わってるし、オリンピックの影響って

すごいんだなと驚いています。  (担当：中山） 

                                     

【浜田屋本店の会社概要】 

◆商号：浜田屋本店 

◆設立：昭和 41 年 1 月 5 日（創業：明治 35 年） 

◆所在地：兵庫県洲本市安乎町平安浦 1864-8 

◆HP：http://www.hamadaya-honten.jp/ 

◆TEL：0799-28-0330 FAX：0799-28-1556 
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